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2023 年３月期決算 

投資家向け説明会質疑応答録 

 

日時：2023 年 5 月 11 日（木） 

登壇者：取締役 専務執行役員、CFO 兼 CISO、財務統括 兼 管理統括 後藤 芳光 

常務執行役員、経理統括 君和田 和子 

CFO, Member of the Executive Committee, SB Global Advisers 

Deputy CEO, SB Investment Advisers, Navneet Govil 

 

質疑応答 

 

質問者 1 

Q1: 

 財務編 13 ページのアリババ株式の資金化は、「資金化がほぼ完了」と書いてあります。これ

は現金で決済するとまた株式に戻ってしまって完了にならないのですが、ここで言わんとして

いることは、状況によって考えるけれども、もう完全に資金化して現金で決済しない可能性が

かなりあるということだと理解してよろしいのでしょうか。当然、決まってはないとは思うので

すが。 

 

A1: 

（後藤） ご質問ありがとうございます。契約どおりに考えているので、それは両方考えられる

ということです。 

 

Q2: 

 そうすると、資金化というのは、5 月 11 日の時点で資金を手当てしたということで、これは

今後トラックしていけばいいということになりますか。 

 

A2: 

（後藤） はい、そのとおりです。 

 

質問者 2 

Q1: 

 想定外という金融危機、取り付け騒ぎなどが起こったことは、Vision Fund の投資企業に

今後どのように影響すると思われますか。3 月のバリュエーションは、銀行の貸し出しシステム

の変更などがまだ織り込まれていない時期ではないかと思うので、将来の見通しについて、今

考えられることをご解説いただけないでしょうか。特に、アームは別として、他の企業の IPOタ

イミングなどに影響は起こり始めているのかどうかも併せてご回答ください。 

 

A1: 

（Govil） 銀行の破綻等については、シリコンバレーバンクに預金があった投資先会社も幾つ

かありました。ただ、当局のアクションにより、こういった預金は保証されました。そういった意

味では投資先への影響はなかったと言えます。ただ、投資先に対して、すべての現金を 1 つの

銀行に預けるのではなく分散させるべきであるということは改めてアドバイスしています。ま

た、われわれとしては IPO マーケットへの影響は特にないと見ています。 

 

Q2: 

 念のための確認です。貸し出し抑制が起こると、多くの投資先の企業はベンチャー企業であ

り、資金調達のオプションが減っていくことによっていろいろ影響、例えば成長見通しが変わ

る、エクイティのファンディングがダウンラウンドになっても必要になるといったことが起こる

可能性があるように思われるのですが、そこについてはいかがですか。 
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A2: 

（Govil） 例えば、われわれの投資先を見ていただくと、94％の投資先が既に12カ月以上の

キャッシュランウェイを保有しています。このような投資先は特にすぐに銀行から借り入れをす

る必要はありません。ほとんどの投資先はデットがないか、または非常に少なく限定的です。そ

のため、37billion ドルの公正価値を持つ投資先はマーケットが再開すればパイプラインとし

て IPO を検討できると申し上げました。 

 

質問者 3 

Q1: 

 財務編 33 ページの「守り」と「攻め」のバランスについてです。経済の外部環境にかかわらず、

生成系 AI が爆発的に普及を見せているので、いま一度、Vision Fund には新たな投資チャ

ンスが訪れつつあるのではないかと考えています。「攻め」と「守り」、投資チャンスが訪れたも

のに対して、クイックに対応できる準備も一方でなされているのかどうかについて教えていた

だけますでしょうか。 

 

A1: 

（後藤） ありがとうございます。まず基本そのとおりだと思っておりますが、ただ、やはり環境

を考えると、とにかく 2 年前のようにどんどん投資をしようという状況とは全く違うと思って

いるのですね。環境的にはまだまだ投資再開とはなかなか言いにくい状況なのだろうと思う

中でも、それを上回る生成系 AI の成長については、ソフトバンクとしては、やはり真剣に対応

しなければいけないと思っている、そのような思いを表現しているわけです。ですから、窓口と

してはもちろんVision Fundはその中心になる可能性が高いですし、その準備はしっかりや

っていきたいです。ただ、準備というのは、資金的な準備というのは逆に十分あるわけです。

それよりも、どこまで投資を許容できる財務状況なのか。環境から見て、どこまでわれわれは

財務として許容できるのかというところを相当に考えること、これが準備だと思います。それ

をしっかりやっていかなければいけないと思っております。 

 

質問者 4 

Q1: 

 今のキャッシュポジションと、守りのスタンスで外債のバイバックはあるのかについて教えて

ください。 

 

A1: 

（後藤） 外債のバイバックについても、われわれは引き続き常に意欲的に取り組むべきだと考

えています。ただ、バイバックに関してはさまざまなルールもあります。しっかりルールの範囲

内で積極的な取り組みをしていきたいと思っています。  
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免責事項 

本資料は、ソフトバンクグループ株式会社（以下「SBG」）及びその子会社（以下 SBG と併せて「当社」）並びに関連会社（以下当社と併せて「当

社グループ」）に関する関連情報を提供するものであり、すべての法域において、いかなる証券の購入又は応募の申込みを含む、いかなる投

資勧誘を構成又は形成するものではありません。 

また、本資料は、Arm Limited が発行する証券の購入または応募の申込み、またはその勧誘を構成するものではありません。あらゆる証券

の購入または応募の申込み、またはその勧誘は、1933 年米国証券法（改正法も含む）およびその他の適用証券取引関連法令に従い登録制

に基づき行われます。 

  

本資料には、当社グループの推定、予測、目標及び計画を含む当社グループの将来の事業、将来のポジション及び業績に関する記述など当社

グループの将来の見通しに関する記述、見解又は意見が含まれています。将来の見通しに関する記述には、特段の限定を付すことなく、「目標

とする」、「計画する」、「確信する」、「希望する」、「継続する」、「期待する」、「目的とする」、「意図する」、「だろう」、「かもしれない」、「であるべき

である」、「したであろう」、「できた」、「予想する」、「推定する」、「企図する」若しくは類似する内容の用語若しくは言い回し又はその否定形な

どが含まれています。本資料に記載されている将来の見通しに関する記述は、当社グループが本資料の日付現在において入手可能な情報を

踏まえた、当社グループの現在の前提及び見解に基づくものです。これら将来の見通しに関する記述は、当社グループのメンバー又はその経

営陣による将来の業績を保証するものではなく、当社グループのビジネスモデルの成功、当社グループの資金調達力及びその資金調達条件

の影響、SBG の重要な経営陣に関するリスク、当社グループの投資活動に関する又はこれに影響を与えるリスク、SB ファンド（下記で別途定

義）並びにその投資、投資家及び投資先に関するリスク、ソフトバンク株式会社及びその事業の成功に関するリスク、法令・規制・制度などに関

するリスク、知的財産権に関するリスク、並びに訴訟を含むこれらに限られない既知及び未知のリスク、不確実性その他要因を含み、これらの

要因により、実際の当社グループの実績、業績、成果又は財務状態は、将来の見通しに関する記述において明示又は黙示されている将来の実

績、業績、成果又は財務状態と著しく異なる可能性があります。当社グループの実績、業績、成果又は財務状態に影響を与える可能性のある

こ れ ら 及 び そ の 他 の 要 因 に つ い て は 、 SBG の ホ ー ム ペ ー ジ の 「 事 業 等 の リ ス ク 」

（https://group.softbank/ir/investors/management_policy/risk_factor） をご参照下さい。当社グループ及びその経営陣は、

これら将来の見通しに関する記述に明示されている予想が正しいものであることを保証するものではなく、実績、業績、成果又は財務状態は、

予想と著しく異なる可能性があります。本資料を閲覧する者は、将来の見通しに関する記述に過度に依拠してはなりません。当社は、本資料

に記載される将来の見通しに関する記述その他当社が行う将来の見通しに関する記述を更新する義務を負いません。過去の業績は、将来の

実績を示すものではなく、本資料に記載される当社グループの実績は、当社グループの将来の実績の予測若しくは予想の指標となるもので

はなく、又はこれを推定するものでもありません。 

本資料に記載されている当社グループ以外の企業（SB ファンドの投資先を含みますが、これに限られません。）に関わる情報は、公開情報等

から引用したものであり、当社は、情報の正確性又は完全性について保証するものではありません。 

本資料には、Arm Limited に関する記述が含まれています。これらの記述は、SBG の株主への情報提供のみを目的としたものであり、Arm 

Limited が発行するあらゆる有価証券の販売又は購入の勧誘を目的としたものではありませんし、そのように解釈されるべきではありませ

ん。 

  

商標について 

本資料に記載されている企業、製品及びサービスの名称は、各企業の商標又は登録商標です。 

  

重要なお知らせ―SBG の普通株式の取引、スポンサーなし ADR（米国預託証券）に関する免責事項 

SBG の普通株式の売買を希望する場合には、当該普通株式が上場され、主に取引が行われている東京証券取引所において売買を行うこと

を推奨します。SBG の開示は、スポンサーなし ADR（以下「ADR」）の取引の促進を意図するものではなく、ADR の取引判断を行う際にこれ

に依拠すべきではありません。SBGは、SBGの普通株式に関するスポンサーなしADRプログラムの設立又はそれに基づき発行されるADR

の発行若しくは取引について、過去及び現在において、参加、支援、推奨その他同意を行ったことはありません。SBG は、ADR 保有者、銀行

又は預託機関に対して、(i)SBG が 1934 年米国証券取引所法（以下「証券取引所法」）で定めるところの報告義務を負うこと、又は、

(ii)SBG のホームページに、SBG が証券取引所法ルール 12g3-2(b)に従って証券取引所法に基づく SBG の普通株式の登録の免除を維

持するために必要な全ての情報が継続的に掲載されることを表明するものではなく、また、当該者又は機関は、そのように信じてはなりませ

ん。適用ある法が許容する最大限の範囲において、SBG 及び当社グループは、SBG の普通株式を表象するスポンサーなし ADR に関連して、

ADR 保有者、銀行、預託機関その他企業又は個人に対するいかなる義務又は責任を否認します。  

上記の免責事項は、ソフトバンク株式会社や Z ホールディングス株式会社などの、スポンサーなし ADR プログラムの対象であるか又は将来

対象となる可能性のある当社グループの証券に同様に適用されます。 

 

本資料に記載されるファンド情報に関するお知らせ 

本資料は、情報提供を目的として提供されるものであり、法律上、税務上、投資上、会計上その他の助言又は SB Global Advisers 

Limited（以下「SBGA」）、SB Investment Advisers (UK) Limited（以下「SBIA」）及びそれらの関係会社を含む SBG の子会社（以下

併せて「SB ファンド運用会社」）により運用されるいずれかのファンド（文脈に応じて、パラレル・ファンド、フィーダー・ファンド、共同投資ビー

クル又はオルタナティブ投資ビークルと併せて「SB ファンド」）のリミテッド・パートナーシップ持分又は同等の有限責任持分の販売の申込み

又は申込みの勧誘を行うものではなく、また、いかなる方法でもそのように依拠してはなりません。疑義を避けるために付言すると、SB ファ

ンドは、他のファンド同様、 SBIA とその関係会社によって運用されている SoftBank Vision Fund L.P. （文脈に応じて、あらゆるパラレ

ル・ファンド、フィーダー・ファンド、共同投資ビークル又はオルタナティブ投資ビークルと併せて以下「ビジョン・ファンド 1」）、SBGA とその関

係会社によって運用されている SoftBank Vision Fund II-2 L.P. （文脈に応じて、あらゆるパラレル・ファンド、フィーダー・ファンド、共

同投資ビークル又はオルタナティブ投資ビークルと併せて以下「ビジョン・ファンド 2」）及び SBGA とその関係会社によって運用されている

SBLA Latin America Fund LLC （文脈に応じて、あらゆるパラレル・ファンド、フィーダー・ファンド、共同投資ビークル又はオルタナティ

ブ投資ビークルと併せて以下「ラテンアメリカ・ファンド」）を含みます。 

SB ファンド（ビジョン・ファンド 1 及びビジョン・ファンド 2 並びにラテンアメリカ・ファンドを含む）、SB ファンド運用会社、SB ファンド運用

会社により運用される後続又は将来のファンド、SBG 又はそれぞれの関係会社のいずれも、本資料に記載されている情報の正確性又は完全

性について、明示又は黙示であるとにかかわらずこれを表明又は保証するものではなく、また、本資料に記載されているパフォーマンスに関

する情報は SB ファンドその他本資料に言及される企業の過去若しくは将来のパフォーマンス又は SB ファンド運用会社により運用される後

続ファンド、将来組成されるファンドの将来のパフォーマンスについての確約又は表明として依拠してはなりません。 

SB ファンドその他本資料に言及される企業のパフォーマンスに関する情報は、背景説明のみを目的として記載されるものであり、関連する

SB ファンド、本資料に言及されるその他のファンド又は SB ファンド運用会社により将来運用されるファンドの将来のパフォーマンスを示す

ものとして考慮されるべきではありません。SB ファンドの特定の投資対象に関する情報への言及は、それに含まれる範囲において、関連する

SB ファンド運用会社の投資プロセス及び運用方針を説明することのみを目的として述べられたものであり、特定の投資対象又は証券の推奨

として解釈してはなりません。SB ファンドのパフォーマンスは各個別の投資においてそれぞれ異なる可能性があり、個別に言及した取引のパ

フォーマンスは、必ずしも全ての適用される従前の投資のパフォーマンスを示唆するものではありません。本資料において記載及び説明され

る特定の投資は、関連する SB ファンド運用会社が行う全ての投資を示すものではなく、本資料において記載及び検討される投資が利益を

生んだ又は将来利益を生むと仮定すべきではありません。 

本資料に記載される SB ファンドのパフォーマンスは、ポートフォリオ投資の未実現の評価額に基づくものです。未実現の投資評価額は、関連

https://group.softbank/ir/investors/management_policy/risk_factor%EF%BC%89
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するSBファンド運用会社がそれぞれ特定の投資に関する状況に基づき合理的とみなす前提及び要因（例えば、評価日現在における類似の会

社の平均株価収益率その他勘案事項等を含みます。）に基づくものです。しかしながら、未実現の投資評価額が本資料に記載されている金額

又は本資料に記載されているリターンを算定するために用いられる金額で実現されるという保証はありません。また、かかる実現に関連する

取引費用が未知であるため、当該取引費用は、かかる算定に含まれません。未実現額の見積りは、常に変化する多くの不確定要素の影響を受

けます。関連する SB ファンドの未実現の投資に対する実際の実現リターンは、いくつか要因がある中で特に、将来の運用実績、処分時の資産

価格及び市況、関連する取引費用並びに売却の時期及び方法によって決まるものであり、これらの要因は全て、関連する SB ファンド運用会

社の評価の根拠となった前提及び状況と異なる可能性があります。 

過去のパフォーマンスは、必ずしも将来の実績を示すものではありません。SB ファンド又は SB ファンド運用会社により運用される将来のフ

ァンドのパフォーマンスは、本資料に示されるパフォーマンス情報よりも大幅に低くなる可能性があります。各 SB ファンド又は関連する SB

ファンド運用会社により運用されるいずれか将来のファンドが、本資料に示される実績と同等の実績を達成するという保証はありません。 

本資料に記載される第三者のロゴ及びベンダー情報は、説明目的のためにのみ提供されるものです。かかるロゴの記載は、かかる企業又は

事業との提携又はその承認を示唆するものではありません。SB ファンド運用会社、SB ファンドのポートフォリオ会社、SB ファンド運用会社

により運用される将来のファンドの将来のポートフォリオ会社、又は SBG が、本資料に記載されるロゴを有する企業又は事業のいずれかと

今後業務を行うという保証はありません。 

SBGA 及び SBIA は、ビジョン・ファンド 1、ビジョン・ファンド 2 及びラテンアメリカファンドの運用に関して、相互に SBG からそれぞれ別

個独立した業務プロセスを採っています。SBGA 又は SBIA によって運用される SB ファンドは、それぞれ SBGA 単独又は SBIA 単独で運

用されています。 

 

 




